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2. 1 課 題出 力の 確定
















































































































































































































































































































と、課題は、「センターで選抜した講師候補者が、 生涯学習センターと契約する」 と 「センター
と契約した講師を、生涯学習センターに登録するJになる。「生涯学習センターの講師基準に該
当したサークル講師候補者」が、生涯学習センターと契約することによ り 「生涯学習センター
と契約したサークル講師」になり、「生涯学習センターと契約したサークル講師」を、生涯学習
センターに登録することにより 「生涯学習センターに登録したサークル講師」になるのであ
る。このように、特定の通過点は課題入力から課題出力に向かつて変換していく状態を考えれ
ばよいのである。
センターと契約
した講師を、生
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センターで選抜し
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図19 課題の分割の例
生涯学習センターに登録した
サークル講師
生涯学習センターと契約した
サークル講師
生涯学習センターの講師基準に
該当したサークル講師候補者
「センターで選抜した講師候補者が、生涯学習センターと契約する」課題を遂行した後、「セ
ンターと契約した講師を、生涯学習センターに登録する」課題を遂行すると、確かに 「講師基
準に該当した講師候補者を、生涯学習センターに登録する」ことができるので、この課題の分
割の石在iカすできたことになる。
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6 実際の課題の確定
実際の課題の確定は、 課題の確定が単独で行われるのではない。第l段階の問題の発見から
引き続いて、第2段階の第l工程として課題の確定が行われるのである。そこで、図20に、実
際の課題出力と謀題入力の確定方法を示した。対象機能Iに対して、最初に課題出力 Iを確定
する。次に、課題Iの課題入力I Iを確定した後、課題入力の上方展開をする。最高位の課
題入力 I-5が確定した後、課題出力Iに向かつて戻っていく。矢印が課題入力I-3で止ま
っているが、この課題入力 I-3が本当の課題入力となる。同様に、課題出力E、課題入力E
を確定した後、次に課題出力皿、課題入力Eを確定して、最後に、課題出力N、課題入力Nを
確定する。
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図20 課題出力と諜題入力の確定方法
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図20の課題入力の確定に対して、課題の確定を行った結果を、図21に示した。実際には、 課
題入力の確定の結果、自動的に課題が確定する場合が多いであろう。その理由は、課題入力の
確定で、課題入力の上方展開がl固という場合は少なく、 3回以上の上方展開で最高位の課題
入力に到達する場合が多いことが考えられるからである。しかし、可能性としては、課題入力
の上方展開が1固ということも考えられる。 図21について説明すると、対象機能Iに対して、
本当の課題入力Iを取り込んだ後、課題は、I-1、I-2、I-3の順に遂行されて、最終
的に課題出力Iが送り出されることになる。対象機能のE、皿、Wに対しでも同様である。こ
の図21を眺めることによって、問題解決の手順としての全体的な流れがよ り理解できてきたの
ではないだろうか。
本当の
入力
I -2 
本当の目的
対象機能
図21 課題の確定方法
本当の
出力
課題出力
課題入力3
課題出力2
課題入力2
課題出力 1
本当の
課題入力
122 山本： 問題解決技法における謀題の確定の研究
E 考 察
本研究の目的は、生涯学習社会の実現のために、専門家だけではなく、一般の人々が問題解
決技法の手順を理解して、実際に活用できるようにすることである。そのために、本研究の課
題としては、第2段階の問題の解決における、第 l工程の課題 （What）の確定について、詳
細な分析を試みた。前述したょ っに、この目的と課題については達成できた。 この第1工程の
課題 （What）の確定の詳細な分析を通して見ると、問題を解決するための l番目の工程であ
る課題の確定とは、対象機能を支援している課題出力を確定した後、課題入力側の機能を確定
することであることがわかった。課題を確定する場合、ただ、単に、課題出力を送り出してい
る課題を確定するだけでは、本当の課題の確定にはならない。次に、その課題の課題入力の発
散と収束を行って、本当の課題入力を見っけなければならないのである。これが、 課題入力側
の課題の確定になるということがわかった。明確になった課題を分割するには、 課題の中にあ
る特定の通過点を発見することが必要であり、その発見した特定の通過点によって課題を分割
して2つの課題にすることができることがわかった。
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